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主な内容

吹奏楽を親しむ18組の世代を超えた演奏会
　２月９日に市民会館で「第22回渋川バンドフェスティバ
ル」が開催されました。ステージでは、市内で吹奏楽や演
奏活動を行っている、小学校から一般までの幅広い年齢
層の団体18組が次々に登場。それぞれが、おそろいの衣装
と趣向を凝らした演出で、テレビでおなじみの曲やクラ
シックなどを演奏し、来場者を楽しませていました。
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「渋川市地域防災計画」を改正しました
写真は、昨年9月9日に行われた「市総合防災訓練」の会場の様子

2広報しぶかわ

　

こ
の
計
画
は
、
市
域
の
防
災
に
関

し
て
、
市
お
よ
び
関
係
機
関
の
業
務

体
制
を
確
立
し
、
実
施
責
任
を
明
確

に
し
て
い
ま
す
。
災
害
予
防
対
策
、

災
害
復
旧
・
復
興
お
よ
び
そ
の
他
必

要
な
災
害
対
策
の
基
本
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

防
災
行
政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、今
回
の
見
直
し
に
当
た
り
、

次
の
事
項
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

①
東
日
本
大
震
災
の
災
害
の
教
訓
を

生
か
し
た
見
直
し
お
よ
び
予
想
さ
れ

る
災
害
に
対
処
で
き
る
体
制
整
備

②
防
災
事
業
の
推
進
に
よ
る
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り

③
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
お
よ
び

地
域
、
事
業
所
な
ど
の
自
主
防
災
体

制
の
確
立

④
迅
速
な
初
動
体
制
の
確
立

⑤
防
災
関
係
機
関
相
互
の
協
力
体
制

の
構
築
お
よ
び
推
進

　「渋川市地域防災計画」は、地震や風水害
などの自然災害や事故災害に備え、災害対
策基本法第42条の規定により、渋川市防災
会議(※)が作成する、総合的な災害対策計
画です。
　この計画は、本市の防災に関し、市や防
災関係機関などが災害予防、応急対策およ
び復旧・復興対策に至る一連の災害対策を
実施することにより、市民の生命、身体お

よび財産を災害から守り、社会秩序の維持
と公共の福祉の確保を目的としています。
　このたび、東日本大震災における新たな
防災課題や、これまでに実施してきた防災
対応などを踏まえ、また、国の防災基本計
画および県の地域防災計画の修正内容との
整合性を図るため、地域防災計画の全面的
な改正を行いました。
　今回は、その概要をお知らせします。

計
画
策
定
の
基
本
方
針

※渋川市防災会議
　災害対策基本法に基づき
設置された機関で、関係機
関および消防団長、女性防
火クラブ代表者などで構成
する組織で、会長は渋川市
長です。地域防災計画の改
正に当たり、今年度、３回に
わたって防災会議を開催し、
その内容が検討されました。



渋川市地域防災計画の構成

本　編

第１章  総　　則
計画の目的、市・防災関係機関・市民などの役割、
市の災害環境

第２章  災害予防計画
被害を防止・軽減するための、平常時に行う防災
活動や災害予防対策

第３章  地震災害応急対策計画 地震が発生したときの防災体制や被災者への対策

第４章  風水害・雪害応急対策計画
大雨などによる河川の氾濫、土砂災害などが発生
またはそのおそれがあるときの対策

第５章  大規模事故等応急対策計画

第６章  災害復旧・復興対策計画

道路・鉄道等における大規模事故、危険物の爆発
炎上、大火、火山噴火などが発生したときの対策

被災者の生活再建支援や復興のための対策

災害対策に関係する条例、協定、基準、様式などの災害対策関係資料   資料編

はんらん

市民の生命、身体、財産を災害から守るために
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❶
災
害
を
種
別
に
整
理

　

災
害
応
急
対
策
に
つ
い
て
、
災
害
の

種
類
ご
と
に「
地
震
」「
風
水
害
・
雪
害
」

「
大
規
模
事
故
」に
整
理
し
ま
し
た
。

❷
被
害
の
想
定

　

地
震
被
害
想
定
を
県
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
、
群

馬
県
北
部
地
震(

市
内
震
度
５
弱
～
６

弱)

と
し
ま
し
た
。

❸
担
当
業
務
の
明
確
化

　

災
害
時
応
急
対
策
に
係
る
各
種
業

務
の
担
当
班
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

❹
災
害
時
要
援
護
者
へ
の
対
応

　

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
災
害
時
要

援
護
者
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

福
祉
避
難
所
の
設
置
や
備
蓄
品
の
配

慮
な
ど
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

❺
広
域
避
難
者
の
受
入
体
制
整
備

　

県
境
を
越
え
た
広
域
避
難
者
受
入

れ
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

❻
原
発
事
故
へ
の
対
応

　

県
外
で
原
子
力
施
設
事
故
が
発
生

し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
新
た
に
規

定
し
ま
し
た
。

〈
渋
川
市
地
域
防
災
計
画
の
閲
覧
〉

　

こ
の
計
画
書
は
、
本
行
政
課
、
各

総
合
支
所
総
務
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://w

w
w

.city.shibuk
aw

a.lg.jp
)

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

主
な
改
正
内
容

防災会議の様子第一保育所の地震想定避難訓練防災訓練会場でのAED講習



渋　川

伊香保

渋川中学校

渋川北小学校

渋川女子高等学校

渋川高等学校

渋川工業高等学校

渋川青翠高等学校

渋川西小学校

渋川南小学校

渋川北中学校

金島小学校

金島中学校

古巻中学校

古巻小学校

豊秋小学校

伊香保中学校

伊香保小学校

伊香保体育館

伊香保保育所

大崎、長塚町、辰巳町

下郷、東町、新町、下之町

石原 (石原西、熊野町、石原田中 )

寄居町、坂下町、並木町

元町、上郷

御蔭、明保野、軽浜

入沢町

南町、中之町、上之町、川原町、裏宿、藤ノ木

阿久津、金井南町、金井本町、金井国町

りんごの里、金井南牧

川島、祖母島、上村

有馬、八木原

八木原、半田

行幸田、石原 (本石原 )、中村

香東、大日向、水沢、観光客

日の出、うわの、コスモス

石段、ときわ、中央、雷之塚

湯中子

施 設 名 避難対象地区名

小野上

子　持

赤　城

北　橘

小野上地域福祉センター

小野上温泉センター

小野上小学校 

上白井小学校

旧パース専門学校

中郷小学校

子持中学校

長尾小学校

子持社会体育館

三原田小学校

刀川小学校

赤城南中学校

津久田小学校

赤城北中学校

南雲小学校

橘小学校

橘北小学校

北橘中学校

小野子

村上

小野上地区全域

上白井上組、上白井中組

子麓、上中郷

下中郷

北牧西、横堀

河原、北牧東

鯉沢、吹屋、吹屋原、白井

持柏木、見立、滝沢、上三原田、三原田、栄

樽、宮田、三原田団地

溝呂木、北上野、勝保沢

津久田第一、津久田第二、津久田第三、敷島

津久田第四、南雲第一、棚下

南雲第二、南雲第三、みやま

真壁東、真壁美保、真壁下、下箱田、箱田

八崎第一、八崎第二、八崎第三、分郷八崎

上小室、下小室、下南室、上南室、上箱田、真壁上、赤城山

施 設 名 避難対象地区名

※渋川市全地区　　36施設、収容人員１万9,680人

■ 一時避難所一覧
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「
避
難
所
」は
、
災
害
に
よ
り
住
家

が
被
害
を
受
け
、
居
住
の
場
所
を
失

っ
た
人
や
避
難
勧
告
な
ど
に
よ
り
避

難
し
た
人
な
ど
が
、
一
定
期
間
、
避

難
生
活
を
行
う
施
設
で
す
。

　

避
難
所
の
開
設
に
当
た
っ
て
は
、

災
害
の
状
況
や
施
設
の
被
害
状
況
を

も
と
に
判
断
し
、
避
難
者
へ
の
周
知

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
の
運

営
は
、
原
則
と
し
て
自
治
会
や
自
主

防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
避
難
者
の

自
主
運
営
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

各
地
区
の
集
会
所
な
ど
は
、
災
害

時
に
危
険
を
回
避
し
た
り
、
避
難
所

へ
移
動
す
る
際
、
住
民
が
一
時
的
に

避
難
集
合
す
る「
一
時
避
難
所
」と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
伴
い
、
市
内
に
お
け
る
避
難
所
の

指
定
に
つ
い
て
、
耐
震
性
の
状
況
を

踏
ま
え
て
下
表
の
と
お
り
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

避
難
所
の
指
定

　市では、阪神淡路大震災時の神戸市の被災率
(14.3％)に基づき、災害発生時の避難者、被災者
等に対し、１日分(３万8,000食)の食料などをい
つでも供給できる状態を目指し、非常用食料の更
新、防災備品の拡充および防災備蓄拠点の効率的
な配置を進めています。
　また、主食となるアルファ米や保存用パン、乾
パンなどの保存年限の近づいた備蓄食料の有効活
用として、市や自治会(自主防災組織)が実施する
防災訓練における炊き出し訓練などで利用し、市
民の防災意識の高揚に役立てています。

市内12カ所に防災倉庫を設置し
食料、水、防災資材などを備蓄
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～試験放送実施のお知らせ～

防災行政無線統合整備の進ちょく状況
　市では、市内全域の防災行政無線の統一と難聴
地区の解消を図るため、平成24年度からの３カ年
計画で新たなシステム整備を進めています。
　本年度は、親局設備と渋川、北橘地区の屋外拡
声子局の整備が完了し、この２地区では、４月か
ら新システムによる放送を実施します。
　25年度は、伊香保、小野上、子持、赤城の４地
区の屋外拡声子局を整備します。これにより、全
域において統一された放送が開始されます。また、

このシステム整備に併
せて、全国瞬時警報シ
ステム(Ｊアラート)と
連動した緊急情報も提
供します。
　計画最終年度の26年
度は、移動系防災行政無
線の整備を行い、災害時
に災害対策本部と各機
関との情報通信が行え
るようにしていきます。

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

「
い
ざ
」と
い
う
時
に
地
域
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

大
切
な
の
は

防
災
の「
知
識
と
意
識
」

　

市
で
は
、｢

渋
川
市
地
域
防
災
計
画｣

に
基
づ
き
、
昨
年
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て｢

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座｣

を
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
い
ざ
と
い
う
時
に

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
行
動

で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
も
の
で
、

自
治
会
役
員
や
企
業
関
係
者
な
ど
28

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
地
域
で
で
き
る
基
本

的
な
防
災
活
動
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ

か
、
防
災
図
上
訓
練
や
市
内
現
地
調

査
、
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
、
地

域
防
災
力
向
上
に
向
け
た
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

防災マップの作成に取り組む講座参加者

新たに設置された送信アンテナ（本庁舎屋上）と放送設備

　防災行政無線の統合整備工事に伴い、渋川・
北橘地区の屋外各子局(放送塔)において、次の
とおり一斉試験放送を行います。
期日　３月15日㈮
時間　午前10時、11時、午後２時、３時(計４回)
実施地区　渋川、北橘地区　
※工事期間中、そのほかの地区でも、試験放送
を行う場合があります。
問い合わせ先　本行政課(℡�2112)

　

災
害
発
生
時
に
市
や
関
係
機

関
が
本
格
的
に
対
応
を
行
う
ま

で
に
は
、
あ
る
程
度
の
時
間
が

必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
震
発
生
時
な

ど
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ

る
初
期
消
火
、
近
隣
の
負
傷
者

や
災
害
時
要
援
護
者
の
救
出
・

救
助
、
行
政
な
ど
が
行
う
防
災

活
動
へ
の
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。　

　

｢

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る｣

と
い
う
こ
と
も
防
災
の
基
本
で

す
。
市
や
関
係
機
関
に
よ
る
対

策
が
有
効
に
機
能
す
る
た
め
に

は
、
皆
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
を
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に

は
、
ま
ず
自
ら
の
安
全
を
守
る

た
め
の
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

防
災
知
識
の
習
得
と
、
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

新
年
度
発
行
の｢

広
報
し
ぶ
か
わ｣

で｢

防
災
ミ
ニ
講
座(

仮
称)｣

を

連
載
す
る
予
定
で
す
。

(

本
行
政
課)
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アバノテルメ市の美しい街並み

平成19年、新渋川市となって初めての市公式
訪問団がアバノテルメ市を訪れた際の記念写真

◎

アバノテルメ市

フォリーニョ市

◎

渋川市の友好親善姉妹都市・イタリア共和国アバノテルメ市を紹介します

ア
バ
ノ
テ
ル
メ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
！

　市の姉妹都市のひとつ、イタリア共和国ア
バノテルメ市。1993年(平成５年)３月31日に
友好親善姉妹都市提携が結ばれて、今年で20
周年を迎えます。

《交流のはじまり》
　1992年(平成４年)に、イタリアでも３本の
指に入る温泉保養地であるアバノテルメ市か
ら、日本の温泉地と姉妹都市提携を結びたい
との希望がありました。県を通じて、伊香保、
草津、水上の各温泉地が打診を受けた結果、
旧伊香保町が提携することとなりました。

《アバノテルメ市ってどんな所？》
　アバノテルメ市は、イタリア北部にある人
口約１万8,000人の市で、ベネチアの西方約
50㎞に位置しています。2,500年の歴史を
持ち、古くは、ローマ帝国時代の記録に名を
見いだすことができます。主な産業は、サー
ビス業、銀細工などの手工芸。また、製薬会
社による温泉を利用した薬の開発・研究も盛
んに行われています。
温泉保養地でのファンゴパック(鉱泥浴：42℃
程度の温泉泥土を体全体に塗った後、シャワ
ーで流し、マッサージを受ける。滞在中毎日
これを繰り返す)が有名です。

《今後の交流について》
　アバノテルメ市との交流は、20年の期間を
経て、温泉分野だけにとどまらず、さまざま
な方面で深められてきました。
　市では、毎年開催している友好親善姉妹都
市児童絵画展への参加を呼び掛けており、ア
バノテルメ市側も芸術分野の交流に興味を示
しています。今後も、市民の皆さんとともに、
イタリア・アバノテルメ市と交流の輪を広げ
ていきます。
　この記事に関する問い合わせは、本企画課
(℡�2396)へ。



7 平成25年３月１日号

　市国際交流協会は、市民の国際的視野の拡大と国際親善に寄
与することを目的に、平成４年に発足しました。その後、18年
の市町村合併を機に、伊香保町国際交流協会と合併。今年度20
周年を迎え、記念講演会の開催や記念誌の発行を行いました。
現在、会員は、個人会員が約350人、団体17、法人16。協会で
は、随時会員を募集しています。加入申し込みや事業への問い
合わせは、市国際交流協会事務局(本企画課内・℡�2396)へ。

渋川市国際交流協会は
創立20周年を
迎えました！

具体的な開催日程などは、「広報しぶかわ」で随時お知らせします。ぜひ、ご参加ください！

　毎年、９月に｢バーベ
キュー交流会｣、１月に
は｢新年パーティー｣を
開催しています。食事
を楽しみながら、レク
リエーションなどで外
国人との交流を深めて
います。

外国人との交流会
　在日外国人の日本語
学習とコミュニティー
形成支援のため、平成
５年から開催しています。
この教室は、協会登録
の日本語教師ボランテ
ィアが活躍。毎週火曜
日に開催しています。

日本語教室
　海外で活躍する日本
人講師による国際的課
題についての講義や、
外国人講師による出身
国の衣食住、伝統、文化
紹介などです。和やか
な雰囲気で、｢交流｣を
楽しめます。

国際理解講座
　その国の料理を知る
ことで、歴史 ･ 文化 ･ 伝
統が見えてきます。平
成 24 年末で全 29 回、
17の国と地域の料理を
学びました。外国語の
苦手な人でも参加でき、
大好評の事業です。

世界の料理教室

市国際交流協会の主な事業の紹介

渋川市国際交流協会は
創立20周年を
迎えました！



働
く
マ
マ
に
ち
ょ
っ
と
ス
テ
キ
な
癒
し
の
時
間
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市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
人
に
台
紙
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
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観光名刺の台紙を無料配布アロマ・ハンドトリートメント講座

　

市
で
は
、
市
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
す
る
た
め
、
市
の
観
光
宣
伝
に

協
力
し
て
く
れ
る
人
に
、
市
内
の
名

所
を
印
刷
し
た
名
刺
の
台
紙
を
無
料

で
配
布
し
ま
す
。

台
紙
の
デ
ザ
イ
ン　

｢

渋
川
山
車
ま

つ
り｣｢

伊
香
保
温
泉
石
段
街｣｢

伊
香

保
温
泉
河か

じ

か

ば

し

鹿
橋｣｢

伊
香
保
露
天
風
呂｣

配
布
枚
数　

１
人
10
シ
ー
ト
ま
で

※
１
シ
ー
ト
は
名
刺
10
枚
分
。

申
請
方
法　

所
定
の｢

配
付
申
請
書｣

(

二
観
光
課
に
あ
り
ま
す)

に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
観
光
課
へ

※｢

配
付
申
請
書｣

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.sh
ib
u
kaw
a.

lg.jp
/)

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

申
込･

配
布
開
始
日　

３
月
11
日
㈪

※
各
デ
ザ
イ
ン
１
５
０
シ
ー
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

そ
の
他　

ぐ
ん
ま
電
子
申
請
等
受
付

シ
ス
テ
ム
の
電
子
申
請
に
よ
り
、名
刺

デ
ー
タ
を
配
布
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
課(

℡
�
２

８
７
３)

　

仕
事
を
し
な
が
ら
子
育
て
を
し
て

い
る
女
性
の
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
ア

ロ
マ
・
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

仕
事
も
家
事
も
ち
ょ
っ
と
一
休
み

し
て
、
ア
ロ
マ
の
香
り
と
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

３
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

講
師　

矢
野
亜
紀
子
さ
ん(

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ぐ
ん
ま
ア
ロ
マ
の
木
）

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
働

き
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
、
第

１
子
が
中
学
生
以
下
の
女
性

定
員　

15
人(

超
え
た
場
合
は
抽
選)

参
加
料　

５
０
０
円(

材
料
費)

そ
の
他　

子
ど
も
の
託
児
あ
り

申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
、
職
業
、
第
１
子
の
年
齢(

ま
た
は

学
年)

、
託
児
希
望
の
有
無
を
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
本
市

民
生
活
課(

℡
�
２
４
６
３
・
ｆ
�

６
５
４
１
・
ｍsh

im
in
seikatsu@

city.sh
ib
u
kaw
a.lg.jp

)

へ

申
込
期
限　

３
月
11
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
生
活
課

　

渋
川
市
、
榛
東
村
、
吉
岡
町

の
文
化
協
会
に
よ
る
各
部
門
の

発
表
会
で
す
。
い
ず
れ
も
、
場

所
は
市
民
会
館
、
入
場
は
無
料

で
す
。

〈
展
示
部
門
〉

と
き　

３
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時(

24
日
は

午
後
４
時
ま
で)

と
こ
ろ　

市
民
会
館

内
容　

文
学
、
書
道
、
手
芸
、

工
芸
、
美
術
、
写
真
、
華
道
、

盆
栽
、
囲
碁
将
棋

〈
舞
台
部
門
〉

と
き　

３
月
24
日
㈰
午
前
９
時

20
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館

内
容　

詩
吟
、
郷
土
芸
能
、
器

楽
、
合
唱
、
日
本
舞
踊
、
民
族

舞
踊
、
民
謡
民
舞
、
新
舞
踊
、

邦
楽

問
い
合
わ
せ
先　

二
生
涯
学
習

課(

℡
�
２
５
０
０)

渋
川
広
域
圏
地
域

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

～
繋つ

な

ご
う
文
化
の
力
で

　
　

翔は
ば
た

け
渋
川
・
北
群
馬
～

渋川山車まつり 伊香保温泉石段街

伊香保露天風呂伊香保温泉河鹿橋
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　市では、資源ごみ(新聞紙､ 段ボ
ール､ 金属類など)の集団回収を行
う地域の団体に、回収量に応じて
報奨金を交付し、ごみの減量化と
資源の有効活用を推進しています。
　平成25年度の登録を希望する団
体は、届け出てください。
登録方法　渋川リサイクル資源組

自動車税・軽自動車税

〈
自
動
車
税
〉

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
車
検
証
上
の
所
有
者(

割
賦
販

売
の
場
合
は
使
用
者)

に
課
税
と
な

る
県
税
で
す
。

　

自
動
車
を
売
却
、
譲
渡
、
廃
車
し

た
り
、
住
所
や
氏
名
を
変
更
し
た
場

合
は
、
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
運
輸

支
局
で
必
ず
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。手
続
き
を
済
ま
せ
な
い
と
、

既
に
使
用
し
て
い
な
い
自
動
車
の
税

金
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
な
ど
、
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
続
き
を
販
売
業
者
な
ど

に
依
頼
し
た
場
合
は
、手
続
き
が
済
ん

で
い
る
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
自
動
車
税
に
つ
い
て
＝
県
自
動
車

税
事
務
所(

℡
０
２
７

－

２
６
３

－

４

３
４
３
）ま
た
は
渋
川
行
政
県
税
事
務

所(

℡
�
４
０
５
０
）

▽
登
録
に
つ
い
て
＝
関
東
運
輸
局
群

馬
運
輸
支
局(

℡
０
５
０

－
５
５
４

０

－

２
０
２
１)

〈
軽
自
動
車
税
〉

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車

や
バ
イ
ク
な
ど
の
所
有
者(

使
用
者)

に
課
税
さ
れ
る
市
税
で
す
。
自
動
車

税
と
同
じ
く
、
廃
車
や
名
義
変
更
手

続
き
は
、
３
月
29
日
㈮
ま
で
に
必
ず

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
１
２
５
cc
以
下
の
バ
イ
ク(

原
動
機

付
自
転
車)
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

＝
本
税
務
課
庶
務
・
諸
税
係(

℡
�
２

１
１
３
）

▽
１
２
５
cc
を
超
え
る
バ
イ
ク(

軽
二

輪
・
二
輪
小
型
自
動
車)

＝
関
東
運
輸

局
群
馬
運
輸
支
局(

前
橋
市
上
泉
町
３

９
９

－

１
・
℡
０
５
０

－

５
５
４
０

－

２
０
２
１)

▽
四
輪
の
軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検

査
協
会
群
馬
事
務
所(

前
橋
市
野
中
町

３
２
２

－

１
・
℡
０
２
７

－

２
６
１

－

４
６
２
１
）

平成25年度　資源ごみ集団回収団体の登録を受け付けます

　「第２期渋川市健康増進計画」お
よび「渋川市人権教育・啓発の推
進に関する基本計画」の策定に当
たり、１月１日から31日までの間、
計画案に関する市民意見公募を行
いましたが、両計画とも提出され
た意見はありませんでした。
　今後は、計画案を基に調整を行
い、計画策定を進めていきます。
　(二健康管理課・本社会福祉課)

市民意見公募結果のお知らせ

　昨年実施した｢赤い羽根共同募
金｣には819万196円、｢歳末たすけ
あい募金｣には755万3,589円と、
市民の皆さんからたくさんの募金
が寄せられました。
　今後、｢赤い羽根共同募金｣は、
県共同募金会を通じて学童保育所、
福祉施設、社会福祉協議会などに
配分し、施設や備品の整備など福
祉事業に活用されます。
　また、｢歳末たすけあい募金｣は、
市社会福祉協議会を通じて、福祉
施設や自治会、ボランティアグ
ループなどが実施した、要支援者
のためのふれあい活動や世代間交
流事業などの地域福祉活動に配分
しました。
　ご協力ありがとうございました。
(本社会福祉課・各総合支所市民
福祉課、市社会福祉協議会）

ありがとうございました
赤い羽根共同募金
歳末たすけあい募金

合に加盟する資源ごみ回収業者の
うち、１業者の同意を得て、｢資源
ごみ回収団体登録届出書｣(本環境
課と各総合支所市民福祉課にあり
ます)を環境課または各総合支所市
民福祉課に提出
提出期限　３月25日(月)
問い合わせ先　環境課(℡�2114)
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渋川ほっと ｢無心｣の境地と｢仲間｣との交流

きらり サークル仲間

人

代 

表

コーラス　あかぎね

須田晴
せ い こ

子さん

歌で毎日の生活に“うるおいと健康”を！

　

｢

実
は
も
と
も
と
は
へ
ぎ
屋
を
や
っ

て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
、
ま
ん
じ
ゅ

う
や
む
す
び
、
魚
な
ん
か
を
包
む
へ

ぎ
を
ね｣

と
、
と
て
も
穏
や
か
な
口
調

で
話
す
鴻
田
さ
ん
。
子
持
公
民
館
で

約
23
年
間
、
木
彫
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、

現
在
は
会
長
を
務
め
、
仲
間
を
指
導

す
る
と
と
も
に
、
会
員
と
切せ

っ

さ

た

く

ま

磋
琢
磨

し
な
が
ら
自
身
も
木
彫
作
品
を
つ
く

り
続
け
て
い
ま
す
。

　

職
業
柄
、
木
へ
の
親
し
み
や
知
識

は
豊
富
な
鴻
田
さ
ん
で
し
た
が
、
意

外
に
も
、
趣
味
と
し
て
木
に
触
れ
合

う
機
会
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
平

成
２
年
に
、
懇
意
の
方
に
誘
わ
れ
木

彫
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
た
こ
と
に
よ
り
、

私
生
活
に
お
い
て
も
木
と
の
触
れ
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

主
に
仏
像
や
能
面
な
ど
を
制
作
し
、

こ
れ
ま
で
つ
く
っ
た
作
品
は
１
０
０

体
以
上
。
多
い
と
き
に
は
年
４
、
５

体
、
今
で
も
年
２
、
３
体
の
作
品
を

つ
く
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
木
彫
の

魅
力
は｢

無
心｣

に
な
れ
る
こ
と
と
、

納
得
で
き
た
も
の
が
完
成
し
た
時
の

｢
達
成
感
や
喜
び｣

に
尽
き
る
、
と
鴻

田
さ
ん
。
時
間
を
忘
れ
制
作
に
没
頭

し
、
後
で
体
中
が
痛
く
な
る
こ
と
も

あ
っ
て
奧
さ
ん
に
は
１
、
２
時
間
で

や
め
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
と
か
。

ま
た
、
制
作
中
は
無
心
に
な
れ
る
木

彫
で
す
が
、
孤
独
な
作
業
に
不
安
に

な
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
木
彫
を
長
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の

は
、
木
彫
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
の
交
流

が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
鴻
田
さ
ん
。

　

今
後
の
目
標
を
伺
う
と｢

大
き
な
作

品
を
つ
く
っ
て
み
た
い
。
そ
れ
と
ク
ラ

ブ
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
で

す
ね｣

と
優
し
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

内　容
日　程

場　所
会員数

コーラス
毎月第１・３金曜日
午後２時～４時
赤城公民館
26人

☆一言アピール☆
　歌は背筋を伸ばして大きく
深呼吸をしながら身体を使う、
いわば「運動」です。そして、
ストレスも発散してくれます。
良い歌に出会い「心と体の健康」
と「歌う喜び」が一度に手にで
きるとしたらしめたもの。

鴻田　茂雄

さん

　子持木彫クラブの皆さん
の作品が、３月23日(土)･
24日(日)に市民会館で開催
される｢渋川広域圏地域文
化フェスティバル｣に出展
されます。
　ぜひ、ご覧ください。

（北牧・84歳）

℡�2402
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笑 いとヨガが合体した｢ラフターヨガ｣に挑戦
小野上公民館のヨガ教室

「女性団体講演会」

梅さん先生に教わる
地域で広める予知防犯対策

会場のあちらこちらで
こぼれる無邪気な笑顔
(左上・下)　｢ジェット
コースター｣という設定
のヨガ(右)

　小野上公民館で今年度10回にわたって開催された｢ヨガ教室｣。最終日の
２月１日には、笑いとヨガの呼吸法を組み合わせたエクササイズ｢ラフター
ヨガ｣が行われました。初めに講師から、ラフターヨガの効用などについて
説明を受け、笑うことが体に良いと知った参加者。実践に入ると、最初は少
し緊張した様子でしたが、講師の元気な掛け声に合わせて体を動かすうち
に、童心に帰ったかのような無邪気な笑顔になっていました。

　２月６日の午後、市民会館で
｢渋川市女性団体講演会｣が開催
されました。講師に防犯アナリ
ストの梅本正行さんを迎え｢安
心・安全 地域で守ろう、わが町｣
と題し、犯罪者を寄せ付けない
予知防犯についての講演が行わ
れました。出席者は、手軽な防犯
対策を楽しく学ぶとともに、講
師が関わった事件の恐ろしさや
手口を聞き、個人だけでなく、地
域で防犯意識を高め対策するこ
との大切さを実感しました。

｢梅さん｣の名でおなじみの講師
(右上)　楽しい話だけでなく事
件の怖さもしっかり伝えます
(左上)　講師の軽快な口調に思
わず笑みがこぼれる会場(下)



有料公園施設の利用料金（抜粋） ※４月１日から改正。

公園名 施設名 区分 単位 市内利用料 市外利用料

渋 川 市 総 合 公 園

陸 上 競 技 場
専用利用 １時間 400円 800円

附属設備 放送設備 １回 100円 200円

野 球 場
専用利用 １時間 400円 800円

附属設備
放送設備 １回 100円 200円

スコアボード １時間 100円 200円

体 育 館

大体育室

全面利用

１時間

1,000円 2,000円
1／2面利用 500円 1,000円
1／3面利用 300円 600円
1／10面利用 100円 200円

小体育室 専用利用 300円 600円
会議室 150円 300円

附属設備

全面利用で
4／4点灯 1,000円 2,000円

全面利用以外で
4／4点灯 500円 1,000円

全面利用で
3／4点灯 750円 1,500円

全面利用以外で
3／4点灯 350円 700円

テ ニ ス コ ー ト

専用利用 １面１時間 300円 600円
年間利用 １人１年間 3,900円 7,800円

附属設備
放送設備 １回 100円 200円
照明設備 １面１時間 200円 400円

坂 東 橋 緑 地 公 園
ソフトボール場

全面利用
１時間

400円 800円
1／2面利用 200円 400円
1／4面利用 100円 200円

附属設備 放送設備 １回 100円 200円

テ ニ ス コ ー ト
専用利用 １面１時間 200円 400円
年間利用 １人１年間 2,600円 5,200円

吾 妻 川 公 園 野 球 場 専用利用 １時間 200円 400円

子 持 ふ れ あ い 公 園
茶 室 専用利用 １時間 500円 1,000円

ミニサッカー場
専用利用

１時間
無   料 400円

附属設備 照明設備 200円 400円

愛
あた ご やま

宕山ふるさと公園
テ ニ ス コ ー ト

専用利用 １面１時間 200円 400円
年間利用 １人１年間 2,600円 5,200円

附属設備 照明設備 １時間 200円 400円

弓 道 場
専用利用 １時間 200円 400円
年間利用 １人１年間 1,900円 3,800円

大
体
育
室
照
明
設
備

12広報しぶかわ

子持社会体育館アリーナ



施設名 区分 単位 市内使用料 市外使用料

渋 川 市 武 道 館

第 1 武 道 場

第 2 武 道 場

弓 道 場

全面利用
１時間

500円 1,000円
1／2面利用 250円 500円
1／4面利用 100円 200円
個人利用 １回 100円 200円

渋 川 市 民 体 育 館 全面利用 １時間 250円 500円
渋 川 市 有 馬 野 球 場 専用利用 １時間 400円 800円

渋 川 市 伊 香 保 体 育 館 ア リ ー ナ

全面利用

１時間

300円 600円
1／2面利用 100円 200円

附属
設備

全面照明 300円 600円
1／2面照明 150円 300円

暖房 1,000円 2,000円

渋 川 市 小 野 上 運 動 公 園 多 目 的 広 場
専用利用

１時間
400円 800円

1／2面利用 200円 400円

渋 川 市 子 持 社 会 体 育 館

ア リ ー ナ

全面利用

１時間

1,000円 2,000円
1／2面利用 500円 1,000円
1／3面利用 400円 800円
1／10面利用 100円 200円

附属
設備

全面照明 1,000円 2,000円
1／2面照明 500円 1,000円
1／3面照明 400円 800円
1／10面照明 100円 200円

サブアリーナ

全面利用 300円 600円
1／2面利用 150円 300円
1／3面利用 100円 200円

附属
設備

全面照明 300円 600円
1／2面照明 150円 300円
1／3面照明 100円 200円
移動観覧席 2,000円 4,000円

冷暖房 1,200円 2,400円

渋 川 市 子 持 総 合 運 動 場
野 球 場 専用利用 １時間 300円 600円

テ ニ ス コ ー ト
専用利用 1 面１時間 200円 400円
年間利用 1 人１年間 2,600円 5,200円

渋 川 市 上 白 井 運 動 場 運 動 場 専用利用 １時間 100円 200円

渋 川 市 赤 城 総 合

運 動 自 然 公 園

ス ポ ー ツ
セ ン タ ー

全面利用

１時間

900円 1,800円
1／2面利用 450円 900円
1／3面利用 300円 600円
1／6面利用 100円 200円

附
属
設
備

全面照明 1,000円 2,000円
1／2面照明 500円 1,000円
1／3面照明 300円 600円
1／6面照明 100円 200円

陸 上 競 技 場 専用利用 400円 800円
野 球 場 専用利用 300円 600円

渋川市北橘総合グラウンド
野 球 場 専用利用

１時間
300円 600円

陸 上 競 技 場 専用利用 300円 600円
軽 ス ポ ー ツ 広 場 専用利用 100円 200円

社会体育施設の使用料（抜粋） ※４月１日から改正。

ア
リ
ー
ナ
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　合併後の本市の社会体育施設と有料公園施設
は、施設によって使用（利用）料や休日、利用時
間の取り扱いが異なっていました。
　そのため市では、利用上の公平性、利用者の
利便性と管理運営上の課題解決を図るため、５
項目（①施設使用料、②夜間照明使用料、③休
日・利用時間、④利用申込規定、⑤施設管理の
所管替えと施設の廃止）について見直しを行い、

４月１日（月）から各施設の使用（利用）料や利用
時間などを変更することにしました。
※下表は使用（利用）料の抜粋です。詳しい情報
は、市ホームページに掲載しています。

■問い合わせ先　
▷社会体育施設＝二体育課（℡�2104）
▷有料公園施設＝二都市計画課（℡�2073）

社会体育・公園施設の
　使用料などが変わります／41



情報ぼっくす
《マークの見方》
　＝本庁舎　　＝第二庁舎
　＝伊香保総合支所　　＝小野上総合支所
　＝子持総合支所　　＝赤城総合支所
　＝北橘総合支所　　＝電話番号
　＝ファクス番号　　＝Ｅメールアドレス
　＝とき・期間　　＝ところ　　＝内容
　＝講師・医師　　＝対象者　　＝定員
　＝参加料・入場料　　＝持参するもの
　＝申込・参加方法　　＝問い合わせ先
　＝申込期間・開始日・期限　　＝その他

本 二
伊 小
子 赤
北 TEL

時 所 内
師 対 定
費 持
申 問
期 他

FAX Eメール

広告募集中

【

広

告

】
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い
ず
れ
も
申
・
問
は
、
渋
川

い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
小
松
真
弓
さ
ん(

℡
�
０
１

２
０)

へ
。

〈
健
康
づ
く
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
〉

時　

３
月
６
日
㈬
、
13
日
㈬
、

27
日
㈬
午
後
６
時
30
分
～
８
時

30
分

所　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス(

渋
川
／

辰

巳
町)

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

ス
ポ
ー
ツ

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

二
体
育
課　
　

℡
�
２
１
０
４

内　

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
で
健
康
づ
く

り
、
筋
力
づ
く
り
を
し
ま
す

対　

市
内
の
小
学
４
年
生
～
成
人

定　

６
人(

先
着
順)

費　

１
０
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持　

室
内
用
運
動
靴

〈
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
内
マ
ッ
ト
運

動
指
導
〉

時　

３
月
11
日
㈪
、
18
日
㈪
午

後
７
時
～
８
時

所　

渋
川
中
学
校
武
道
館

内　

マ
ッ
ト
運
動
の
基
本
を
丁

寧
に
指
導
し
ま
す

対　

市
内
の
幼
児
～
中
学
生

定　

５
人(

先
着
順)

　

３
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ

の
日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、

子
持
社
会
体
育
館(

ア
リ
ー
ナ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス)

を
無
料
開

放
し
ま
す
。

時　

３
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
３
時

※
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
２
人
が
、
利
用
者
の
要
望
に

よ
り
、
指
導
や
助
言
を
行
い
ま
す
。

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

費　

５
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

持　

室
内
用
運
動
靴

　いよいよサッカーＪリーグ2013のシー
ズンが始まります。昨年は惜しくもＪ１
昇格とはなりませんでしたが、今年は期
待が持てるシーズンになりそうです。
　今シーズンから、心機一転チーム名を
｢ザスパ草津｣から｢ザスパクサツ群馬｣に
変更して臨むことになります。市民の皆
さんからの新生ザスパクサツ群馬への熱
い応援をお待ちしています！

〈ホームゲーム開幕戦〉
時　３月10日(日)午後１時
所　正田醤油スタジアム群馬(前橋市敷島町)
　詳しくは、ザスパクサツ群馬前橋事務
所(℡027-269-3732)へ。
※同チームホームページ(http://www.the
spa.co.jp/)で見ることもできます。

２月６日に、ザスパクサツ群馬の植木ＧＭと
秋葉監督が、クラブマスコットの湯友(ゆうと)
君を連れて市役所を訪れました

めざせＪ１昇格！ザスパクサツ群馬
本企画課(℡�2401)

　２月15日号裏表紙｢催し物／市民会館｣
について、表記に誤りがありました。正
しくは、｢ともしび出前うたごえコンサー
ト｣・全席自由 1,500 円、｢親子のためのク
ラシックコンサート音楽の絵本｣・全席指定
1,500 円です。訂正しておわびいたします。

訂正とおわび



Information     oxB

人口と世帯／平成25年１月末現在

●人口　83,523人 (男40,837人、女42,686人 )
●世帯　31,610世帯
●１月のうぶごえ　男の子17人、女の子17人

渋川発明協会講演会

問い合わせ先　本秘書広報課（℡�2182）

■規格・掲載料（1回）
▷A区画（縦4.9㎝×横8.7
㎝）＝1万5,000円　
▷B区画（縦4.9㎝×横17.7
㎝）＝３万円

「広報しぶかわ
有料広告」

「市ホームページ
バナー広告」

■掲載料(１カ月)＝8,000 円
▷掲載場所＝トップページま
たは渋川の観光ページ
※長期掲載割引あり。
※広告の規格などについては
　お問い合わせください。

有料広告募集中
【

広

告

】
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い
ず
れ
も
会
場
は
市
立
図
書

館
、
参
加
料
は
無
料
で
す
。

〈
萌
え
の
子
お
は
な
し
会
〉

時　

３
月
16
日
㈯
午
後
２
時

内　

▽
絵
本
＝「
く
ま
ち
ゃ
ん
と

お
じ
さ
ん
、
か
わ
を
ゆ
く
」

▽
紙
芝
居
＝「
か
ぐ
や
ひ
め
」

「
ふ
た
つ
の
こ
づ
つ
み
」

〈
映
画
鑑
賞
会
〉

時　

３
月
17
日
㈰
午
後
２
時

内　
「
ト
ロ
ッ
コ
」(

監
督
：
川
口

図
書
館

市
立
図
書
館
の

催
し
物
案
内

市
立
図
書
館　

℡
�
０
６
４
４

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

℡
�
１
７
６
５

福
　
祉

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

時　

３
月
24
日
㈰

内　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の

み)
〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

時　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島

駅
発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル

メ
渋
川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午

後
２
時
セ
ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

時　

３
月
14
日
㈭
午
後
１
時
30
分

所　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御
蔭)

〈
４
月
の
休
館
日
〉

１
日
㈪
、
８
日
㈪
、
15
日
㈪
、

22
日
㈪
、
30
日
㈫

浩
史
／

主
演
：
尾
野
真
千
子
・
原

田
賢
人
・
２
０
０
９
年
・
日
本

映
画)

【
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　

市
立
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点

検
の
た
め
、
次
の
期
間
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。

蔵
書
点
検
期
間　

３
月
５
日
㈫

～
８
日
㈮

※
休
館
中
の
図
書
資
料
な
ど
の

返
却
は
、
玄
関
横
の
返
却
口(

図

書
・
紙
芝
居
用)

と
返
却
ポ
ス
ト

(

視
聴
覚
資
料
用)

を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

(敬称略)
▷児童・生徒用図書(59冊)
＝子持地区更生保護女性会
▷金93万750円＝旧渋川公
民館の保存と街づくりを考
える会　
▷生徒用図書(12冊)＝(株)
ホリグチ　
▷金10万円＝天台宗北群馬
部壇信徒会・伝道師会・寺
院一同
▷児童用図書(７冊)＝寺島
秀昭さん(北橘町八崎)
▷児童用図書(47冊)＝渋川
中央ライオンズクラブ　
▷生徒用図書(22冊)＝豊秋
地区更正保護女性会▷時計
塔一基＝渋川ロータリーク
ラブ　
▷ＤＶＤソフト(39点)＝日
本カーリット(株)　
▷ペットボトル飲料水(２Ｌ)
900本＝三国コカ・コーラ
ボトリング(株)群馬支社前
橋支店　
▷児童用図書(24冊)＝伊香
保地区更生保護女性会

あたたかい心

時 ３月15日(金)午後３時～４時30分　所 渋川
公民館(市役所第二庁舎１階)　演題 月３万円ビ
ジネス～地方で、いいことで、愉

た の

しく稼ぐ方法
～　師 藤村靖之さん(非電化工房代表・工学博
士)　※電気を使わない冷蔵庫、掃除機などを発
明。非電化製品を見学、作製できる非電化工房
の代表。　費 無料　定 50人　問 渋川発明協会
事務局(渋川商工会議所内・℡�1311)

広告募集中



市以外のお知らせ 掲載希望は本秘書広報課へ掲 示 板
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《マークの見方》

 時＝とき・期間　所＝ところ　内＝内容　師 ＝講師・医師　対＝対象者
 定＝定員　費＝参加料・入場料　持＝持参するもの　申＝申込・参加方法
 問＝問い合わせ先　期＝申込期間・開始日・期限　他＝その他

時 ４月16日(火)からの毎週火曜
日午後７時～９時15分　所 渋川
南小学校　内 童謡、懐メロ、シ
ャンソンなどの演奏を基礎から
学びます　対 アコーディオンや
楽譜に初めて触れる人(楽器の貸
し出し有り)　費 無料(入会する
場合は会費月額1,000円などが
掛かります)　申 電話で渋川ア
コーディオンサークル事務局永
井孝和さん宅(℡�0144)へ

渋川アコーディオンサークル
初級教室

　県視聴覚障害者福祉協会では、
病気やけがにより、視覚障害者
となった人の社会復帰促進を図
るため、自立に必要な助言、指
導および訓練を無料で行います。
時 ４月11日(木)～12月12日(木)
の毎週原則木曜日午前10時～午
後３時　所 県社会福祉総合セン
ター(前橋市新前橋町)　内 ①点
字指導　②歩行訓練　③パソコ
ン講習(原則月・火曜日)　④その
他　対 在宅の中途視覚障害者
費 無料　申 身体障害者手帳と
印鑑(シャチハタ不可)を持参し
本社会福祉課または各総合支所
市民福祉課へ　期 ３月25日(月)
まで　問 (社)群馬県視聴覚障害
者福祉協会(℡027-255-6677)

中途視覚障害者生活訓練講座

　市武術太極拳協会では、武術
太極拳を広く市民に知ってもら
うとともに、技術の向上および
交流を深めることを目的に、大
会を開催します。
時 ３月10日(日)午前９時30分～
正午　所 市武道館　種目 集団
と個人　費 無料　持 上履き
問 市武術太極拳協会金子悦子さ
ん宅(℡�3017)へ

渋川市武術太極拳大会

手話通訳者養成講座
(基本・応用・実践コース)
《各コース･各部共通》
　いずれのコースも会場は県社
会福祉総合センター(前橋市新前
橋町13-12)、定員は20人、申込
・問い合わせは、群馬県聴覚障
害者コミュニケーションプラザ
(℡027-255-6633)へ。
《基本コース》
時 ▷講義(各部共通)＝５月11日
(土)、８月24日(土)、10月５日
(土)午前10時～正午　▷実技(昼
の部)＝５月15日(水)～10月２日
(水)の毎週水曜日午後１時30分
～３時30分(８月14日は除く･計
20回)　▷実技(夜の部)＝５月16
日(木)～10月３日(木)の毎週木曜
日午後７時～９時(８月15日は除
く･計20回)　対 聴覚障害者と手
話で会話ができ、手話通訳認定
試験の受験意志がある、全日程受
講可能な人　費 1,300円(教材費)
他 ４月16日(火)に事前選考あり
《応用コース》
時 ▷講義(各部共通)＝５月11日
(土)、８月24日(土)、10月５日
(土)午後１時30分～３時30分
▷実技(昼の部)＝５月15日(水)～
10月２日(水)の毎週水曜日午前
10時～正午(８月14日は除く・
計20回)　▷実技(夜の部)＝５月
16日(木)～10月３日(木)の毎週
木曜日午後７時～９時(８月15日
は除く･計20回)　対 ｢基本コー
ス｣を終了済みで、手話通訳認定
試験の受験意志がある、全日程
受講可能な人　費 1,400円(教材費)
《実践コース》
時 ▷講義＝５月11日(土)、７月
13日(土)、８月31日(土)午後１
時30分～３時30分　▷実技＝５
月16日(木)～８月29日(木)の毎
週木曜日午後７時～９時(８月15
日は除く･計15回)　対 ｢応用コ
ース｣を終了済みで、手話通訳認
定試験の受験意志がある、全日程
受講可能な人　費 1,400円(教材費)

平成25年度１･２級建設機械
施工技術検定試験
時 ６月16日(日)(学科)　費 １種
別につき1万100円　期 ３月８
日(金)～４月５日(金)　申・問 日
本建設機械施工協会試験部(℡03-
3433-6141・ｆ03-3433-0401)へ
※ホームページ(http://www.jcm
anet.or.jp/shiken/index.html)
でも確認できます。

｢でんき家計簿｣で
電気を上手に使いませんか？
　東京電力では、毎月の電気料
金や使用量、ならびに電気料金
メニューを変更した場合の試算
結果をインターネットで確認い
ただける｢でんき家計簿｣のサー
ビスを提供しています。登録は
無料です。
※ご家庭など低圧（100Ｖ・200Ｖ）
の電気をご契約いただいている
お客さまが対象です。
　詳しくは、東京電力ホームページ
(http://www.tepco.co.jp/kakeibo)
または東京電力(株)群馬カスタマー
センター(ｄ0120-99-5222)へ。

時 ４月６日(土)からの毎週土曜
日午後６時～９時30分　所 中央
公民館　内 モダンとラテン　師
山本健継･和美さん　定 30人(先
着順)　費 無料(入会する場合は
会費月額2,000円)　申 電話で
渋川社交ダンスクラブ諸田俵一
さん宅(℡090-8593-0076)へ

社交ダンス体験教室

　美容と健康の維持に、ラウン
ドダンスを踊りませんか。
時 ３月16日(土)、23日(土)、30
日(土)午前10時～正午　所 西部
公民館　申 電話で大川原和子さ
ん宅(℡�0347)へ

ラウンドダンス無料体験教室



健康GUIDE
けんこうガイド　　

♠紹介します♥

元　笑元　笑気　　顔気　　顔

　２歳未満（受付時点）の子ども
さんの写真を募集します（掲載
は１人１回のみ）。子どもさんの
氏名（ふりがな）、性別、住所、
生年月日、保護者の住所、氏名、
電話番号を明記し、子どもさん
の写真を添えて、本秘書広報課
（〒377-8501・石原80）へ。
※このコーナーは市ホームペー
ジには掲載しません。
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３
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま

で
の
１
週
間
は
、
こ
ど
も
予
防

接
種
週
間
で
す
。
子
ど
も
の
健

康
に
関
わ
る
重
大
な
病
気
の
中

に
は
、
予
防
接
種
で
防
げ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
付

　

定
期
予
防
接
種
は
、
接
種
で

き
る
年
齢
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
年
齢
を
過
ぎ
て
予
防

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、
公

費
負
担
で
は
な
く
実
費
負
担
と

な
り
、
長
期
療
養
な
ど
で
定
期

予
防
接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
た

け
、
予
防
接
種
で
病
気
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
公
費
で

受
け
ら
れ
る
予
防
接
種
は
接
種

期
間
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
未
接
種
の
人
は
、
期
間
内

に
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

場
合
で
も
、
実
費
で
予
防
接
種

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
な
く
す

た
め
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、
長

期
間
療
養
な
ど
に
よ
り
定
期
予

防
接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
た
お

子
さ
ん
で
も
、
回
復
し
て
か
ら

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
交
付

を
し
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
二
渋
川
保
健
セ

ン
タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）へ
。

２
年
以
内
に
接
種
し
た
場
合
は
、

公
費
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
疾
病
な

ど
に
つ
い
て
は
、
二
渋
川
保
健

セ
ン
タ
ー（
℡
�
１
３
２
１
）に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

長
期
療
養
な
ど
で
定
期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
へ

正
し
い
知
識
と
期
間
内
の
接
種
を

法
律
改
正
に
よ
り
実
費
負
担
か
ら
公
費
負
担
へ

３月は自殺対策強化月間です
まずは相談を

　本県では、毎年500人前後の
人が自ら命を絶っています。自
殺の原因や背景はさまざまです
が、自殺で亡くなった人の多く
が、うつ病などの心の病気を抱
えていたことが分かっています。
　心が疲れると誰でも心の病気
になる可能性があります。また、
心の病気は、やる気や頑張りで
は解決できず、かえって症状が
悪化することもあります。疲れ
ているのに、２週間以上眠れな
い日が続いている。それは「う
つ」の始まりかもしれません。
　しかし、心の病気になっても、

早期に適切な治療を受けること
で、多くの人が回復しています。
早めに医療機関（かかりつけ医や
心療内科、精神科など）や相談機
関に相談しましょう。

〈相談窓口〉
・こころの健康相談統一ダイヤル
　（℡0570-064-556）
・二渋川保健センター
　（℡�1321）
・渋川保健福祉事務所
　（℡�4166）
・県こころの健康センター
　（℡027-263-1156）

写真募集中
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子持地区

女性懇談会報告

楓書道会の11人が参加し開催
　市では、女性の意見や感性などを市政に反映
させるため、女性懇談会を行っています。１月
23日には、子持総合支所で楓書道会の11人に参
加してもらい、女性懇談会を開催しました。参
加者からの意見に対する市長の回答や、市の対
応状況などの一部を紹介します。

〈
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
〉

　

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

音
が
し
て
い
る
の
は
分
か
る
の
で
す

が
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
。

市
長
の
回
答　

全
市
的
に
デ
ジ
タ
ル

化
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
屋

外
で
の
放
送
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

聞
こ
え
る
範
囲
に
限
度
が
あ
り
ま
す
。

放
送
が
聞
こ
え
な
い
場
合
に
は
、
市

役
所
な
ど
に
電
話
を
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
放
送
内
容
を
案
内
し
ま
す
。

担
当
課
よ
り　

子
持
地
区
の
防
災
行

政
無
線
屋
外
拡
声
子
局
は
、
有
線
放

送
で
使
っ
て
い
た
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
出
力
が
小
さ
く
音
量
・
到
達

距
離
が
狭
い
た
め
、
聞
き
取
り
に
く

い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
子
持
地
区
は

平
成
25
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
工
事

を
行
い
、
ス
ピ
ー
カ
ー
を
取
り
替
え
、

出
力
も
増
加
す
る
た
め
、
聞
き
取
り

に
く
い
地
域
は
、
解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
集
落
か
ら
離
れ
、
屋
外
拡
声

子
局
か
ら
の
放
送
が
届
か
な
い
住
宅

に
は
、
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、
防

災
行
政
無
線
で
放
送
さ
れ
た
内
容
を
、

電
話
で
確
認
で
き
る
電
話
応
答
サ
ー

ビ
ス
も
開
始
し
ま
す
。

※
現
在
の
防
災
行
政
無
線
は
、
市
役

所
か
ら
流
す
も
の（
例
：
た
ず
ね
人

や
ダ
ム
放
流
な
ど
）と
消
防
本
部
か

ら
流
す
も
の（
例
：
火
災
情
報
）の
２

つ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
火
災
情

報
は
、
消
防
本
部（
℡
㉓
０
０
１
９
）

で
放
送
内
容
を
電
話
で
音
声
案
内
し

て
い
ま
す
。　
　
　

（
本
行
政
課
）

〈
日
帰
り
温
泉
施
設
の
無
料
招
待
券
〉

　

市
内
日
帰
り
温
泉
の
無
料
招
待
券

の
配
布
を
継
続
し
て
く
だ
さ
い
。

担
当
課
よ
り　

市
民
の
健
康
増
進
と

交
流
の
場
と
し
て
、
日
帰
り
温
泉
施

設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

後
も
年
３
回（
４
月
、
８
月
、
12
月
）

広
報
し
ぶ
か
わ
と
一
緒
に
配
布
し
て

い
く
予
定
で
す
。   

（
二
観
光
課
）

〈
子
持
ふ
れ
あ
い
公
園
の
茶
室
〉

　

子
持
ふ
れ
あ
い
公
園
の
茶
室
の
利

用
料
金（
１
日
５
０
０
０
円
、
半
日

２
５
０
０
円
）が
高
い
で
す
。

子持ふれあい公園の茶室

市
長
の
回
答　

公
共
施
設
は
、
皆
さ

ん
に
利
用
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
利
用

し
や
す
い
利
用
料
金
を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
課
よ
り　

今
年
４
月
か
ら
、
１

時
間
単
位
の
利
用
料
金
に
見
直
し
、

市
内
１
時
間
５
０
０
円
、
市
外
１
時

間
１
０
０
０
円
に
変
更
し
ま
す
。
４

月
以
降
は
、
よ
り
利
用
実
態
に
合
っ

た
料
金
制
度
に
な
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

（
子
経
済
建
設
課
）

※
４
月
１
日
か
ら
市
内
の
社
会
体
育
・

公
園
施
設
の
使
用
料
な
ど
を
変
更
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
本
号
12
・
13
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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毎
年
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で

は「
女
性
の
健
康
週
間
」で
す
。
女

性
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る

く
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
る

よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
19
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
の
健
康
状
態
は
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

思
春
期
・
成
人
期
・
更
年
期
と
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
症
状
や
健
康
障
害
が
現
れ

ま
す
。
市
で
は
、
女
性
特
有
の
健

康
障
害
に
対
す
る
検
診
を
行
い
、

健
康
で
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
や
子
宮
け
い
が
ん
検

診
、
骨
密
度
検
診
を
受
診
し
て
、

健
康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

︿
骨
粗
し
ょ
う
症
は
成
人
期
か
ら

注
意
を
！
﹀

　

女
性
が
閉
経
期
を
迎
え
る
と
、

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
か
ら
、
カ

ル
シ
ウ
ム
の
減
少
を
抑
制
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
骨
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
た
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

骨
量
が
減
少
し
て
、
骨
が
も
ろ
く

な
っ
た
状
態
を
骨
粗
し
ょ
う
症
と

い
い
ま
す
。
骨
量
は
20
歳
代
に
か
け

て
ピ
ー
ク
に
な
り
、
徐
々
に
減
少

が
始
ま
り
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症

の
予
防
は
、
成
人
期
か
ら
始
め
る

こ
と
が
必
要
で
、
大
切
な
こ
と
は
、

食
生
活
と
運
動
習
慣
に
あ
り
ま
す
。

食
生
活　

カ
ル
シ
ウ
ム
を
豊
富
に

含
ん
だ
食
品
を
摂
取
す
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
よ
く
す
る
ビ
タ
ミ
ン
類

も
一
緒
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
カ
ル

シ
ウ
ム
が
豊
富
な
食
品
は
、
牛
乳

や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
納
豆
、
小
魚
な

ど
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け

る
食
品
は
、
魚
介
類
や
キ
ノ
コ
類

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

運
動
習
慣　

適
度
な
運
動
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
身
体
の
細
胞
が

活
性
化
さ
れ
、
丈
夫
な
骨
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ

や
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
、
手
軽
に
で
き
る
運
動
を
継

続
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

骨
量
を
た
め
る
た
め
に
は
、
無
理

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
禁
物
で
す
。　

　

女
性
の
皆
さ
ん
、
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
、
健
康
的
な
毎
日
を
過

ご
し
、
健
康
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

毎月４回掲載／第 4 回
育てよう！ 一人ひとりの人権意識

 健康の道しるべ 毎月掲載

女
性
の
健
康
週
間

　

現
在
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
社
会
で
は
子
ど
も
の
放
任

や
過
保
護
の
問
題
、
児
童
虐
待

や
育
児
放
棄
の
問
題
、
学
校
で

の
い
じ
め
や
自
殺
な
ど
、
多
く

の
深
刻
な
問
題
が
湧
出
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
背
景
に
は
、

家
庭
で
の
親
と
子
ど
も
の
関
係

や
、
家
庭
の
役
割
な
ど
の
課
題

が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

子
ど
も
は
社
会
的
な
環
境
の

影
響
を
受
け
て
成
長
し
ま
す
。

家
庭
の
中
で
人
と
し
て
の
基
本

的
な
人
格
を
身
に
付
け
、
そ
し

て
学
校
や
地
域
社
会
の
中
で
多

く
の
こ
と
を
学
び
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
人
は
人
の
中
で
育
つ

も
の
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る
と

き
、
家
庭
で
の
親
と
子
に
よ
る

学
び
の
時
間
が
、
何
よ
り
も
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
子

ど
も
は
家
庭
の
中
で
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
と

と
も
に
、
し
つ
け
な
ど
の
親
と

子
ど
も
に
関
す
る
人
権
問
題

健

康

管

理

課

の
関
係
を
通
し
て
豊
か
な
情
操

を
育
み
ま
す
。
そ
う
し
て
、
他

人
に
対
す
る
思
い
や
り
や
善
悪

の
判
断
を
養
い
、
成
長
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

親
も
ま
た
子
ど
も
と
の
や
り

と
り
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
自

ら
の
姿
を
顧
み
て
、
家
庭
の
役

割
の
大
切
さ
に
気
付
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
は｢

宝｣

と
言
わ
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
す

る
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
子
ど

も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会

の
宝
と
な
る
よ
う
、
子
育
て
に

関
わ
り
た
い
も
の
で
す
。

（
寄
稿
：
市
人
権
教
育
推
進
協
議

会
委
員
・
二
生
涯
学
習
課
）
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咲き誇り　春を知らせる　桜森

　桜森のヒガンザクラは、赤城北中学校の東にある八幡宮
の境内にあります。学名をベニタチヒガンザクラといい、
枝がしだれないで直立する、貴重な名木で、昭和26年10月
５日に県の天然記念物に指定されました。樹高約12ｍ、目
通り径4.8ｍで、樹齢約400年と推定されます。現在は数
本を残すのみですが、その昔、ここには桜樹が多くあり、
桜の名所として地元の人たちに｢桜森八幡宮｣と呼ばれ親し
まれていました。ところで、この八幡宮の境内には、何と
もう一つ貴重な国指定天然記念物があるのを、ご存じでし
ょうか？答えは、渋川かるたの｢ち｣の札にも歌われている

「キンメイチク」です。

　先月、広報編集部員の独身最後の砦、Ｎくんがついに
陥落(結婚)しました。不景気・晩婚・少子化と逆風が吹
き荒れる中、清

き よ み ず

水の、いや東京スカイツリーの舞台から、
躊
ち ゅ う ち ょ

躇なく飛び降りたＮくん。その勇気と♡に、編集部員
一同感動を隠しきれません。Ｎくん、お幸せに！(石)

vol.34

　皆さんが市内で撮影した写真を募集します。
写真にタイトルと撮影場所、撮影日、住所、氏
名を明記して本秘書広報課(〒377-8501・石原80 
・ｍkouhou@city.shibukawa.lg.jp) へ。
※特定の人物を中心に撮影しているものなど、
写真によって掲載できない場合があります。

撮影場所：ロウバイの郷こもち(中郷)
撮影日：平成25年２月10日
撮影者：篠原朝夫さん(北牧)

【春の日差し】




